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技術・家庭科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

・ものづくりを通して、思考力・判断力・表現力の育成をする。(技術)・生活を工夫し、想像する能力とそれを探求し、実践する態度を育成する。(家庭) 

 今年度の課題 授業における具体的な改善策 年度末評価（２月） 

第

１

学

年 

・活発に作業に取り組む生徒が多い反面、説明を理

解できない生徒もいる。 

・うまく製作ができない生徒は、説明をよく聞いて

いない生徒が多い。「主」（技術） 

・栄養を考えた食事への理解が深まっていない。日

常の食事の献立について授業を通して考えいく必

要がある。「思考・判断・表現」（家庭） 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・１人１台端末で、作業動画を作成し、それを見せる。（技術） 

・健康的な生活を送るために必要な栄養素について実習・話

し合い活動を通して考えさせる。それぞれの栄養素の特徴を

より詳しく授業で取り扱う。（家庭） 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・班員同士で、教えあいながら作業を進める。 

・机間指導を行い、個別で指導をする。（技術） 

・調理器具の使い方を教員が直接指導する（家庭） 

・作業動画を見せる等、ICT をうまく活用して授業が進められた。 

・生徒との信頼関係も築けたので、生徒からの声かけも増え、作

業の進行がうまくコントロールできた。（技術） 

・健康的な生活を送るために必要な栄養素について、実習、話し

合い活動を通して考えさせた。それぞれの栄養素の特徴をより詳

しく考えることができた。（家庭） 

第

２

学

年 

・分野により、活発に作業に取り組む生徒が多いが、

学習内容をどのように実生活へ活かすのか指導す

る必要がある。「主」（技術） 

・衣食住に関する関心は見られるが、学習内容をど

のように実生活へ活かしていくのかを、授業でよ

り深い説明を取り入れていく必要がある。「思考・

判断・表現」（家庭） 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・栽培や調理を各家庭で行うことで、生物育成に興味をもた

せ、自らの生活に役立たせる。電気エネルギーの実験を用

いて、視覚で現象を見て確認できるようにする。（技術） 

・本時の目標を明確にし、見通しの見える展開にする。今後

の実生活で活用する教材を使い、実習を実施する。（家庭） 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・話し合い活動を充実させ、生徒の理解を深める。（技術家庭） 

・栽培等を各家庭で行うことで、生物の育成に興味をもたせ、自

らの生活にも役立たせた。電気エネルギーの実験を用いて、視

覚で現象を見て確認できた。（技術） 

・本時の目標を明確にし、見通しのもてる展開を実施した。見本、

視覚的資料の掲示を積極的に行った。実習を取り入れ、今後の

実生活で活用できるようになった。（家庭） 

第

３

学

年 

・情報モラルやネットワーク等の座学に対しては、

苦手意識をもつ生徒が多い。「主」 

・プログラミングは好きだがなぜそのプログラムに

なるのか、考えることが苦手な生徒が多い。（技術） 

・家庭生活への興味は高いが、実技に関して

は不器用な生徒が多く見られる。実践力を

身に付けさせるための実技指導が不十分で

ある。「知識・技能」（家庭） 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・実用例等をたくさんあげ、身近にある危険やトラブル等、

リアルな内容を組み込み、意欲を向上させる。（技術） 

・限られた時間の中で振り返り用紙を活用し、見通しがもて

る授業を行う。加えて、食育や調理実習等で体験的学習を

増やして、家庭生活に対する関心を高める。（家庭） 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

話し合い活動を重質させ、実生活に生かせる教材を授業で取

り扱う。（技術家庭） 

・プログラミングを通して、情報技術と社会の関わり、ロボット

や AI の関わりについて理解できた。 

・プログラミング実習をすることで、なぜそのプログラムになる

のかを体感でき、深い学びが実現できた。（技術） 

・プリントや板書を活用し見通しをもたせる授業を展開した。振

り返り用紙を活用し、食育や調理実習等の体験学習を増やすこ

とで、家庭生活に対する関心を高めることができた。（家庭） 

※【今年度の課題】では、課題のある資質能力について「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」のいずれかを 

明記し（複数可）具体的に記述。 

技術・家庭科 


